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　本誌で5回目の連載を始める。初回の連載開始から15年が経過し、振り返りから新連載を開始する。1︲2回は中

国経済、3回目はアジア経済、前回が21世紀の地球経済学（グローバル・エコノミー）につながった。連載は単に経

済現象の紹介が中国、アジア、世界や地球規模に広がったのではない。移民、環境、ジェンダーなど一国だけではな

く、世界各地の共通課題を包含し、タイトルは経済としながら、社会的な課題を積極的に扱った。国際経済と社会労

働という2つのテーマの融合にもつながる。新連載でもこのトレンドを継続、発展させる。世界的なグローバリゼーション

だけではなく、トランプ大統領の政策、英国のEU離脱など各国の反グローバルな動きも包含していく。

　背景としては、過去10年間に起きた３つの変化を意識した。世界金融危機で、市場重視派のグローバリストによる

新自由主義に懐疑論が高まった。米国が主導した金融グローバリズムは、米国発の世界金融危機によって、修正を

迫られた。同危機は世界恐慌以来の「100年に一度」の危機であると言われた。オバマ大統領が登場し、2011年

には「ウォール街占拠運動」が注目を集めた。経済学者では、所得統計が未整備な期間の税務資料によって100

年単位で所得格差の分析ができるようにし、その成果として、世界の経済格差を重厚な著書で示し世界的なベスト

セラーになった、ピケティらが脚光を浴びた。彼は、アメリカでも教育を受け、さらに教壇に立ったが、新自由主義に警

鐘を鳴らすフランスの経済学者である。2015年1月のアメリカ経済学会は、彼をメインスピーカーとして招き、複数の経

済学者が討論者として用意された。筆者はその様子を最前列で見ていた。母国語ではない英語ながら、彼は一歩

も引き下がらず粘り強く反論に答えていた姿が印象深い。

　2つ目の変化は、スマートフォンによるモバイルコンピュータとそのネットワークの普及である。アップル創業者のスティ 

ーブ・ジョブズは自らがすい臓がんと告知される中で、iPhoneを世に送り出した。世界金融危機の最終章であるリー

マンショックが起きる前年、アメリカで初代の機種の販売が始まった。この変化は1つ目の金融とも深く関係してきた。

モバイル端末はパソコンのソフトウエアより使いやすいスマホ・アプリ上で、金融取引や送金、支払いサービスが可能

になった。スマホは、伝統的な銀行支店のカウンター業務やATMを時代遅れのサービスとして退場を迫り始めた。パ

ソコンで始まり、インターネットで加速したデジタル革命は、政府により規制や管理が強く、資本金、許認可から参入

障壁が大きかった金融サービスの壁を壊し始めた。シュンペーター的な創造的破壊が銀行に押し寄せてきた。

　3つ目は、中国の経済規模、科学技術など総合的な台頭である。中国共産党は、最高指導者である主席の任期

10年の上限を撤廃するタイミングで、アメリカから米中貿易戦争を提起された。次世代携帯通信の5Gが論点の一 つ

である。5Gになれば、さらに中国版全地球測位システム（GPS)を活用し、さらに高速で我々の位置情報を把握でき

る。民間と軍事技術の融合が進む。米中摩擦は一時的に緩和するように見えても、長期的には続くのだろう。


